
feel so good !!
暮らして満足　訪ねて納得　自然と笑顔になれるまち

第２次日光市総合計画 基本構想
平成 28年度～平成 37年度



feel so good !!
暮らして満足　訪ねて納得　自然と笑顔になれるまち



　日光市は、２市２町１村の合併による市制施行から１０年となる
節目の年を迎えました。この１０年間は、新市のマスタープランで
ある「新市建設計画」を包含した、まちづくりの基本的指針である
「日光市総合計画」と共に歩んでまいりました。
　日光市総合計画前期基本計画においては、「早期の一体感の醸成」
と「各地域の均衡ある振興・発展」の２つの命題を掲げ、この実現
に向け各種の施策を展開してまいりました。また、後期基本計画に
おいては、新しいものを創り出し、新しい日光を創造する「日光創
新」を基本戦略に位置付け、教育や保健福祉の充実、産業の振興、

日光市長　斎　藤　文　夫

生活環境の整備、環境行政の推進などに努めてまいりました。さらには、東日本大震災や関
東・東北豪雨などの自然災害やそれらに起因する風評被害などへの対策に取り組み、成果を
上げてまいりました。
　日光市は、豊かな自然、世界に誇る文化遺産・産業遺産、個性ある地域資源を有し、多彩
な魅力と国内外における高い知名度に支えられ、年間１，０００万人を越える方々が訪れて
います。一方で、全国的に見られる、地域経済の低迷や人口減少・少子高齢社会の進行など
は、日光市において喫緊の課題として捉えています。このため、日光市の地域資源を磨き上
げ、発信していくとともに、これらの課題に多角的に取り組み、着実に解決していくことが
できるよう、まちづくりを計画的に進める必要があります。
　このようなことから、日光市総合計画の検証や市民の思いを踏まえ、平成２８年度から平
成３７年度までの１０年間を計画期間とした「第２次日光市総合計画」を策定しました。
　第２次日光市総合計画においては、１０年後の日光市の都市像として「ｆｅｅｌ　ｓｏ　
ｇｏｏｄ!!　暮らして満足　訪ねて納得　自然と笑顔になれるまち」を掲げ、「日光市まちづ
くり基本条例」で定めた「共有・参画・協働」を基本理念とし、日光市の将来像の実現に向
け各種施策に取り組んでまいります。また、日光市における人口は、平成７年以降減少が続
いていることから、人口減少対策を重要な課題として捉え、重点的に取り組むこととして位
置付けています。
　第２次日光市総合計画の期間においては、これまでの成果を礎に、計画に掲げた各種施策
を着実に実施することにより、日光市の目指す新たな都市像を実現し、オンリーワンの価値
や魅力に満ちあふれ、５０年、１００年後も光り輝き続ける日光市であることを目指します。
　このため、これまでの総合計画に基本戦略として位置付けた「日光創新」をさらに進化さ
せ、日光市ならではの個性を創り出す「日光創生」に向け、市民の皆さまと一丸となって、
取り組んでまいります。
　結びに、本計画の策定にあたり、熱心にご審議いただきました日光市議会総合計画検討調
査特別委員会や日光市総合計画策定審議会の委員の皆様をはじめ、貴重なご意見をお寄せい
ただきました市民の皆様に心から感謝申し上げます。

　　平成２８年（2016 年）３月

市民の皆さまへ



　日光市は、四季折々の豊かな自然や歴史を語る文化や産業の遺産など、世界に誇る多くの財
産を有し、先人たちが守り育んできたまちです。
　私たちは、この貴重な資源と先人に感謝し、心が通いあい、愛し続けることができる、世界
に開かれた、あたたかい市民自治のまちをつくります。※１

私たちは
１　まちづくりに参画し、市民が主役のまちをつくります。※２
１　スポーツに親しみ、心身ともに健康で元気なまちをつくります。※３
１　郷土を愛し、自然を守り、安全で住みよいまちをつくります。※４
１　国際観光文化都市としての教養と品格を高め、文化を創造するまちをつくります。※５
１　心を大切にし、夢と希望と活力にあふれるまちをつくります。※６

※１　日光市は、先人たちが大切に育んできた四季折々の豊かな自然や世界遺産などの貴重な財
　　　産を有しています。私たちは、これを守り繋いでいかなければなりません。市民一人ひと
　　　りが積極的にまちづくりに参画し、日光市をさらに発展させるために、日光市の最高規範
　　　である「まちづくり基本条例」の主旨に基づき市民憲章を定め、人と人との絆を大切にす
　　　る「心が通うあたたかい市民自治のまち」、そして、みんなが未来にわたって愛し続けて
　　　いける、世界に開かれた国際的なまちを目指すものです。
※２　まちづくり基本条例の基本理念は、共有、参画及び協働のもとに、市民自治の振興を図る
　　　としています。共有、参画及び協働を総じて「参画」とまとめ、市民自治を「市民が主役」
　　　と位置付け、まちづくり基本条例の主旨を示しています。
※３　優れた人格を形成するためには、スポーツに親しみ、心身を鍛えることが大きな要素とな
　　　ります。心身の健康は、人と人との絆を育み、思いやりのある健全なまちづくりの活力と
　　　なります。ひいては、一人ひとりの元気の源となるものです。
※４　自然の恵みに感謝し共生することで、郷土への愛着を持つ豊かな心を育みます。また、お
　　　互いの立場や考えを尊重し認め合うことで、地域社会の形成や地域福祉である高齢化対策
　　　や防災・防犯など、自助と互助の精神が養われ、真に暮らしやすい地域を築けるよう、生
　　　活の質の向上を目指すものです。
※５　生涯をとおして平等に学習の機会を持ち、世界に通じる教養と品格を身に着けることによ
　　　り、一人ひとりの個性や能力が発揮できる社会とさらなる文化を創造する国際観光文化都
　　　市のまちづくりを目指すものです。
※６　相手を思いやり、人を尊重することで豊かな心が育まれます。日光市を訪れる多くの人々
　　　におもてなしの心で接することで、心が通う温かいまちが生れます。次世代の子どもたち
　　　にその心を継承し、活力ある産業と、夢をもち希望にあふれるまちづくりを目指すもので
　　　す。

市の歌
作詞：松島賢一、補作詞：喜多條忠、作曲：船村徹

男体山は陽に映えて 

若い生命が息吹いてる 

風が導く行く手には 

明日への道が続いてる 

豊かな実り夢抱いて 

未来へ翔び立つ日光市

世界の遺産受け継いで

深いみどりの杉並木 

ちから合わせて伸びてゆく 

こころを合わせ伸びてゆく 

希望が光る空目指し 

未来を育む日光市

紅葉燃える山や川 

笑顔こぼれる湯のけむり 

愛がふれ合う人の輪に 

大地の恵み湧き出てる 

やさしい人が創る町 

未来があふれる日光市 

－１番－ －２番－ －３番－
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市の花・木・鳥・魚
　日光市は、豊かな自然を持ち、世界に誇る多くの財産を有しています。特に日光杉並木は特
別史跡、特別天然記念物に指定されており、市や市民の皆さんにとっては、特別な存在です。
　そのため、今回の選定にあたっては「スギ」を除くこととし、自然に囲まれた広大な日光市
に数多く生息する生物、植物たちに目を向け、当市の四季を表現し自然の豊かさをアピールす
ること、そして市民の皆さんにとって身近で、親しみ深いことを考慮した上で、それぞれ 2種
ずつ選定しました。

モミジ
　日光市に多く自生し、秋の
紅葉の美しさは、全国的に有
名です。また広葉樹であり、
その葉の形から旧市町村の 5
つの成長をイメージできます。

ヤシオツツジ
　日光の山地を中心に広く分
布しています。鮮やかなピン
ク色で春一番に咲き競い、弥
生祭などの祭りと共に、日光
に春の訪れを告げる花です。

シラカンバ (シラカバ )
　外側の樹皮が白色の美しい
木です。小田代原には「貴婦
人」と呼ばれるシラカンバも
あり、その清楚な雰囲気から、
青い空ときれいな空気の日光
をイメージできます。

ニッコウキスゲ
　朝方に開花し、夕方にはし
ぼむ一日花です。霧降高原に
群落し、花期には、山吹色の
絨毯のように美しく咲きます。
日光の地名を付けたニッコウ
キスゲ（日光黄菅）という名
で呼ばれ、全国に広まってい
ます。

市の花

ウグイス
　背中がオリーブ色の鳥で、
市内全域で見られます。鳴き
声が特に美しく、日本三鳴鳥
の一つで、四季の鳥として春
を象徴し、日光に春を告げま
す。

カワセミ
　色鮮やかな美しい外見から、
渓流の宝石と呼ばれ、漢字で
は「翡翠」と表記されます。
自然環境の良い清流の川辺に
住むため、清流の多い日光市
に多く生息しています。

市の鳥 市の魚

市の木

ヒメマス
　中禅寺湖や川俣湖で放流が行われている魚で、鮮やかな
銀白色をしています。きれいで高貴なイメージが日光によ
く合います。

イワナ
　清流にしか住まない魚であり、水が清く、自然豊かな日
光を代表する魚です。日光の地名が付いた「ニッコウイワ
ナ」と呼ばれる種もいます。
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第 2節  総合計画の概要 

1. 総合計画の位置付け 

総合計画は、まちづくりの基本的指針であり、日光市の最上位計画に位置付けます。 

2. 総合計画の構成•期間 

総合計画は、「基本構想」「基本計画」「実施計画」の 3 つで構成します。 

基本計画・・・・・・ 

■前期【６年間】平成 28 年度～令和３年度  

■後期【４年間】令和４年度～令和７年度 

 

実施針画・・・・・・・・・・・・ 

■主要事業•成果指標【６年間・４年間】前•後期基本計画と連動 

■ 個別事業【2 年間】每年度見直しを行うローリング方式 

３.総合計画の管理  

総合計画の策定後においては、その執行状況などを把握するため、事務事業などの進行管理を実施します。 

                      NIKKO CITY GENERAL PLAN  ② 

 

基本構想 基本計画 
実施計画

 

特徴 

日光市の将来像及びこれを達成す

るための施策の大綱(基本施策)を

明らかにするもの。 

基本構想に掲げた将来像などを実

現するために施策の体系を明らか

にするもの。 

期間を前期と後期に分けて策定。 

基本計画に掲げられた施策の体系に

応じて、それらの方向 性を具現化す

る主要事業及びこれらを効果的に実

施するための個別事業を明らかにす

るもの。 

構成 
日光市の将来像、施策の大綱 施策の体系など 主要事業、個別事業、成果指 標な

ど 

期間 

 

10 年間 

平成 28 年度～令和 7 年度 

5 年間 

(前期 6年間•後期 4年間に区分) 

【前期】 

平成 28 年度～令和 3年度  

【後期】 

令和 4年度～令和 7 年度 

2 年間(毎年度見直し)  

※主要事業•成果指標 5 年間 

（前-後期基本計画と連動) 

 

総
合
計
画
に
つ
い
て 

平成 28 年度〜令和 7 年度

基本構想・・・・・・日光市の将来像、 

【10 年間】       施策の大綱 

施策の体系など 

 

主要事業、個別事業、 成果

指標など 
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feel so good !!
　「feel so good !!（フィール・ソー・グッド！！）」には、「とても快適」「気分がとても良い」といった
意味があります。日光市に関わる全ての人が嬉しくなり、さらに「！！」を付け加えることで、日光市
に対し「感動」「驚き」を味わえるという意味が込められています。
　日光市は、国際観光文化都市として多くの外国人観光客をお迎えしています。このようなことから、
日光市のイメージを「外国からの来訪者に直接届ける」という狙いもあります。

暮らして満足

　皆さんが、「これからも住み続けたい」「日光市に移り住みたい」と思うまちづくりを目指します。
　日光市では、安心して子どもを産み育てることができる環境づくりや、それぞれのライフステージに
合ったこころとからだの健康づくりなどの少子高齢社会への対応、観光、農林水産業、商業、工業等の
産業の振興による雇用の創出、社会インフラを整備することによる快適な住環境の充実など、定住対策
の促進が求められています。これらを実現するためには、市民一人ひとりが生きがいを持ち支え合うこ
とにより、住みよい地域社会の実現などの施策を実施することで、暮らしに満足が得られるまちを目指
します。

訪ねて納得

　来訪者が、「また日光市に行ってみたい。」と思えるまちづくりを目指します。
　国では、観光を成長戦略の一つの柱と捉えており、「観光立国推進基本計画」を基に各種施策を展開
し、国際化に伴い多くの訪日外国人を見込んでいます。このような中、日光市では、観光客入込数が
２０１３年において１，０００万人に回復しました。今後は、「２０２０年オリンピック・パラリンピッ
ク東京大会」などの国際的な大会、世界遺産登録２０周年やラムサール条約登録２０周年などの、日光
市の節目の年を絶好の機会と捉え、切れ目のない誘客イベントの展開などにより、さらなる来訪者の増
加を目指します。
　併せて日光市は、知名度や魅力度があり、ブランド力に見合った来訪者の期待に応えるために、
「World クラスのおもてなし」を推進し、誰もが訪れて納得するまちを目指します。

自然と笑顔になれるまち

　日光市で暮らしている人が満足して笑顔で生活できること、日光市を訪れた人が納得して笑顔を持ち
帰れること、このような日光市を目指します。
　市民がいきいきと日常生活を送り、地域で活動することにより、賑わいが創出されていきます。
　また、来訪者がそのような市民の姿に触れることにより、温もりを感じるようになります。そうする
ことで再び日光を訪れる人が増え、観光だけでなく各種産業が潤い、市民と来訪者の間にWin-Win の
関係を築くことができます。
　そこには、「feel so good!!」という感情とともに、笑顔があふれる日光市が実現されます。
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　東日本大震災をはじめとする自然災害から得た教訓を活かしたまちづくりが強く求められる中、災害
に強い都市環境の形成や、地域の絆を基本とした防災体制の強化に努めるとともに、事故や犯罪など、
暮らしに関わる様々な不安を解消する取組を進め、市民が安全・安心に暮らすことのできる環境の実現
に努めます。

　ラムサール条約登録湿地である「奥日光の湿原」や、日光国立公園、尾瀬国立公園に広がる山岳、森
林地帯等の世界的な自然から、水源地域としての環境や暮らしに身近な里山、田園の環境まで、質、量
共に恵まれた水や緑の環境を大切に次世代につなぎ、いつでも触れ合うことができるよう、市民、事業
者、行政それぞれの役割に応じた環境保全活動を促し、人と自然が共生する環境づくりを進めます。
　また、持続可能な資源循環型社会や環境への負荷の少ない低炭素社会の形成に向け、新エネルギーの
導入や省エネルギーの推進に努めるとともに、ＣＯ２の削減をはじめとした地球温暖化対策などに取り組
みます。

　豊かな自然、歴史と調和した美しい居住環境づくりを基本に、広大な市域の生活利便を担う公共交通
の確保や、地域の特性に応じて、ゆとりを持って住み続けられる住環境の創出を図り、各地域において
日々の暮らしの快適性が確保され、「住んでよかった」と幸せを感じることができる、まちづくりを推
進します。
　一方で、少子高齢社会に伴う生産年齢人口の減少による税収の減が見込まれ、今後の公共投資やその
維持に係る財政負担の増が予測されることから、既存の社会インフラの状況に応じた都市機能の形成に
資する生活基盤の整備や、公共施設の統廃合や長寿命化などによる効率的な都市基盤の維持に努めます。





NIKKO CITY GENERAL PLAN 

 

世界に飛翔（はばた）く、国際化の視点 

世界の人口は 70 億人です。日光市は、毎年、数多くの外国人観光客が訪れ、古くから大使館の別荘が置かれ

るなど国際的な観光都市であり、外国人が安心して訪れることのできるまちづくりを推進します。 

また、今後、ますます進む外国人との交流に向けて、国籍にかかわらず、安心して暮らしていけるよ う、国

際化を進めていきます。 

健全な行政経営を確立する、行政改革の視点 

日光市が持続的に成長発展するためには、将来を見据えた安定的な行財政基盤が必要不可欠であります。そ

のため市職員一人ひとりの意識改革を図り、「日光市行政改革プラン」に基づき、「公共施設マネジメント計

画」や「職員定員適正化計画」により、限りある行政資源の効果的な活用及び行政サービスの質の確保に努め

るとともに、「財政健全化計画」により、歳入歳出両面の改善による健全な財政基盤の確立に努めていきま

す。 

「新たな日常」の確立に向けた、感染症克服の視点 

新型コロナウイルス感染症の発生は、これまでの価値観を一変させました。 

これからは、「感染症防止」と「社会経済活動」を両立させる「新しい日常」の確立に向け、感染症と向き

合い、その克服に向けた取組を進めることが必要です。 

このため、「市民の生命と健康を守る」、「市民の暮らしを支える」、「市内経済を支援する」の３つの視

点を重視し、地域を守り育てるための体制づくりに努めます。 

総合計画の着実な推進の視点 

この総合計画は、「将来の都市像」を実現するため、「まちづくりの基本施策」などに掲げた内容を具現化

するため個別事業を計画し、それらの個別事業を着実に実施し、実施状況について評価•改善を図り、次の個

別事業を計画するといった、PDCA サイクルを効果的に機能させ、総合計画の着実な推進を図ります。 
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